
 

昨
年
11
月
に
発
足
し
た
デ

フ
ィ
ブ
リ
ー
る
の
会
は
今
年

１
月
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
＝
自
動
体
外

式
除
細
動
器
を
松
戸
市
に
贈

呈
し
ま
し
た
。
市
は
こ
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
会
の
設
立
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
森
の
ホ
ー
ル
21

に
設
置
し
、
現
在
ホ
ー
ル
の

事
務
所
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
脇

に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

松松松松
戸戸戸戸
市市市市
かかかか
らららら
感感感感
謝謝謝謝
状状状状

６
月
２
日
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
第
1
号

の
寄
贈
に
た
い
し
松
戸
市
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
会

を
代
表
し

て
川
口
日

出
旺
さ
ん

と
石
黒
玲

子
さ
ん
が

川
井
市
長

か
ら
表
彰

状
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

会会会会
員員員員
数数数数
もももも
順順順順
調調調調
にににに
増増増増
加加加加

設
立
時
30
名
で
発
足
し
た

会
は
現
在
個
人
会
員
76
名
、

法
人
会
員
に
千
葉
西
総
合
病

院
・
十
仁
会
病
院
を
含
む
４

法
人
の
参
加
を
得
て
会
員
総

数
80
名
で
活
動
中
で
す
。
会

の
テ
ー
マ
で
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
、
心
臓
発
作
時
の
救
急

処
置
講
習
会
の
実
施
に
必
要

な
体
制
を
整
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

松松松松
戸戸戸戸
市市市市
、、、、
ＡＡＡＡ
ＥＥＥＥ
ＤＤＤＤ
設設設設
置置置置

にににに
予予予予
算算算算
付付付付
けけけけ

私
た
ち
の
活
動
を
機
に
松

戸
市
は
平
成
17
年
度
で
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
の
た
め
に
２
千
万
円

の
予
算

付
け
を

行
い
ま

し
た
。

こ
の
予

算
を
も

と
に
市

消
防
局

は
市
役

所
内
や

市
内
８

つ
の
支

所
と
消

防
署
に

合
計
28
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

し
、
そ
の
収
納
箱
に
は
「
Ａ

Ｅ
Ｄ
」
と
大
き
く
記
載
す
る

な
ど
し
て
、
設
置
場
所
を
わ

か
り
易
く
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
会
員
の
願
い
が
市
へ
届
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会員数80名を超え、第2号機寄贈も目前

市
内
普
及
の
さ
き
が
け
に

火
災
が
発
生
し
た
時
、
最

も
重
要
な
対
応
は
一
刻
を
争

う
初
期
消
火
で
す
。
そ
の
為

に
人
の
集

ま
る
全
て

の
場
所
に

消
火
器
が
設
置
さ

れ
る
べ
き
で
す
。

消
防
車
が
来
る
前

に
近
く
に
居
合
わ
せ
た
人
が

消
火
器
で
火
を
消
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
心
臓
発
作

（
主
に
心
筋
梗
塞
）
に
よ
る

心
室
細
動
も
同
じ
よ
う
に
一

刻
を
争
う
病
気
で
す
。

初
期
治
療
と
し
て
、
心
肺
蘇

生
術
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

人
工
呼
吸
）
と
電
気
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
除
細
動
を
す
る
こ

と
に
よ
り
命
を
救
え
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

救
急
車
が
来
る
の
を
待
つ
の

で
は
な
く
、
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
人
が
治
療
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

日
本
で
心

臓
突
然
死

に
な
る
人

は
毎
日
１
０
０
人
く
ら
い
で

す
。
も
し
、
そ
ば
に

居
た

人
が
即
刻
、
蘇
生
術
を
行
い
、

近
く
に
除
細
動
器
が
あ
っ
て

使
用
で
き
れ
ば
毎
日
何
人
か

の
命
が
救
わ
れ
る
は
ず
で
す
。

私
は
Ｈ
Ｋ
さ
ん
の
心
臓
発
作

の
現
場
に
居
合
わ
せ
、
心
肺

蘇
生
術
で
病
院
に
着
く
ま
で

命
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
も
し
除
細
動
器
が
近
く

に
あ
れ
ば
も
っ
と
確
実
に
救

命
で
き
た
で
し
ょ
う
。

人
の
集
ま
る
場
所
に
除
細

動
器
を
。
そ
れ
が
私
た
ち
の

願
い
で
す
。

（
わ
た
な
べ
・
ひ
で
じ
ろ
う
）

私
た
ち
の
願
い

森のホール21に配備された
日本光電製のＡＥＤ

デ
フ
ィ
ブ
リ
ー
る
の
会

会
長

渡
邊

英
二
郎

ＡＡＡＡ
ＥＥＥＥ
ＤＤＤＤ
をををを
消消消消
火火火火
器器器器
とととと
同同同同
じじじじ
くくくく
らららら
いいいい
普普普普
及及及及
ささささ
せせせせ
たたたた
いいいい

「いいぞ、その調子！」子供達に心臓マッ
サージの指導をする渡辺会長
（千葉西総合病院・病院祭）



 

 

い
た
こ
と
に
な
り
会
の
大
き

な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

他他他他
団団団団
体体体体
とととと
のののの
連連連連
携携携携
もももも

２
月
に
松
戸
市
が
開
催
し
た

市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
見
本
市
に
参
加

し
ま
し
た
。
デ
バ
ン
ダ
の
会

の
招
き
で
実
現
し
た
も
の
で

す
。
デ
バ
ン
ダ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
立

上
げ
を
支
援
す
る
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
フ
ィ

ブ
リ
ー
る
の
会
を
支
援
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
こ

こ
で
も
一
つ
大
き
な
輪
が
出

来
て
い
ま
す
。

今今今今
後後後後
はははは
ＡＡＡＡ
ＥＥＥＥ
ＤＤＤＤ
のののの
実実実実
演演演演

とととと
救救救救
命命命命
講講講講
習習習習
がががが
重重重重
要要要要
にににに

消
防
局
も
今
後
市
民
や
市

職
員
を
対
象
と
し
て
講
習
会

を
開
き
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

覚
え
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
会

は
「
人
の
集
ま
る
場
所
に
出

か
け
」
て
行
っ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

普
及
に
寄
与
し
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

最最最最
近近近近
のののの
ＡＡＡＡ
ＥＥＥＥ
ＤＤＤＤ

関関関関
連連連連
のののの
話話話話
題題題題

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

※
太
字
は
当
会
の
活
動

■
２
０
０
４
年

７
月
●
一
般
市
民
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
が
認
め
ら
れ
る

●
セ

コ
ム
、
一
般
家
庭
向
き
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
機
器
一
式
を
レ
ン
タ
ル

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

11
月
●●●●
デデデデ
フフフフ
ィィィィ
ブブブブ
リリリリ
ーーーー
るるるる
のののの

会会会会
、、、、
創創創創
立立立立
総総総総
会会会会
をををを
森森森森
のののの
ホホホホ
ーーーー

ルルルル
22221111
でででで
開開開開
催催催催

●
成
田
空
港

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
42
台
配
置

12
月
●
白
井
市
で
バ
ス
乗
客

の
60
歳
代
の
男
性
が
、
救
急

救
命
士
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用

に
よ
り
蘇
生
し
職
場
復
帰

■
２
０
０
５
年

１
月
●●●●
デデデデ
フフフフ
ィィィィ
ブブブブ
リリリリ
ーーーー
るるるる
のののの

会会会会
寄寄寄寄
贈贈贈贈
のののの
ＡＡＡＡ
ＥＥＥＥ
ＤＤＤＤ
がががが
森森森森
のののの
ホホホホ
ーーーー

ルルルル
22221111
にににに
設設設設
置置置置
ささささ
れれれれ
るるるる

２
月
●●●●
デデデデ
フフフフ
ィィィィ
ブブブブ
リリリリ
ーーーー
るるるる
のののの

会会会会
、、、、
まままま
つつつつ
どどどど
市市市市
民民民民
活活活活
動動動動
ササササ
ポポポポ
ーーーー

トトトト
セセセセ
ンンンン
タタタタ
ーーーー
『『『『
ＮＮＮＮ
ＰＰＰＰ
ＯＯＯＯ
・・・・
市市市市

民民民民
活活活活
動動動動
見見見見
本本本本
市市市市
』』』』
にににに
出出出出
展展展展

３
月
●
小
田
急
電
鉄
、
新
宿

駅
西
口
地
上
改
札
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
１
台
設
置

●
松
戸
西
口

消
防
署
、
臨
時
の
消
防
相
談

所
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
展
示

●
Ｎ

Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
『
き
ょ
う

の
健
康
』
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
紹
介

４
月
●
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
、

館
内
６
ヶ
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

５
月
●
り
そ
な
銀
行
、
東
京

東
地
域
９
ヵ
店
に
金
融
機
関

初
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

●
コ
ナ

ミ
ス
ポ
ー
ツ
、
16
年
度
中
に

全
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
置
済

み
と
発
表

●
船
橋
市
、
17

年
度
中
に
12
全
救
急
隊
と
３

消
防
隊
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
備

●
柏
市
、
17
年
度
予
算
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
購
入
費
と
し
て
８
６
７

万
円
を
計
上

●●●●
デデデデ
フフフフ
ィィィィ
ブブブブ

リリリリ
ーーーー
るるるる
のののの
会会会会
、、、、
千千千千
葉葉葉葉
西西西西
総総総総
合合合合

病病病病
院院院院
『『『『
健健健健
康康康康
祭祭祭祭
』』』』
にににに
出出出出
展展展展
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病
院
以
外
の
場
所
で
の
突
然
の
心
停

止
患
者
は
、
人
口
47
万
人
の
松
戸
市
を

例
に
と
る
と

年
間
２
０
０

人
か
ら
２
５

０
人
で
そ
の

原
因
の
７
割

は
致
死
性
の

不
整
脈
で
す
。

１
１
９
番

で
救
急
車
が

呼
ば
れ
、
５

分
で
救
急
隊

が
到
着
し
ま

す
。
救
急
隊

は
心
肺
蘇
生

術
を
行
い
、
多
く
は
私
の
勤
め
て
い
る

松
戸
市
立
病
院
に
搬
送
し
ま
す
。

病
院
で
の
蘇
生
が
続
き
、
４
分
の
１

の
心
臓
が
再
び
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

し
か
し
心
停
止
中
は
脳

へ
の
酸
素
供
給
が
不
十
分
で
脳
が
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
、
大
部
分
が
入
院
中
に
亡
く

な
り
、
後
遺
症
を
残
さ
ず
退
院
す
る
患

者
は
松
戸
市
で
年
間
わ
ず
か
４
人
で
す
。

平
成
16
年
７
月
、
国
は
市
民
に
よ
る

全
自
動
体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用

を
許
可
し
ま
し
た
。
こ

の
器
械
を
用
い
る
と
不

整
脈
の
治
療
を
皆
さ
ん

が
そ
の
場
で
で
き
ま
す
。

簡
単
で
、
安
全
で
す
。

救
急
車
を
待
つ
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。
短
時
間

の
治
療
で
、
脳
の
ダ
メ
ー

ジ
も
防
ぎ
ま
す
。

松
戸
市
に
お
け
る
突

然
の
心
停
止
患
者
の
多
く
が
皆
さ

ん
の
治
療
で
息
を
吹
き
返
す
。
そ
れ
が

私
た
ち
の
願
い
で
す
。

森本医師によるＡＥＤの実演にはいつも

大勢の注目が（2005/2/25･ＮＰＯ見本市）

松戸市における
突然の

心停止患者
デフィブリーるの会 顧問

森本文雄

デフィブリーるの会
最新情報は

ホームページで
http://defibrill.hp.infoseek.co.jp
※検索サイトでは「AED 松戸」の
キーワードで お探しください

直
近
の
催
し

6
月
30
日
（
木
）
14
時
か
ら

松
戸
商
工
会
議
所
に
て
松
戸

医
師
会
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
に

参
加
予
定

デ
フ
ィ
ブ
リ
ー
る
の
会
で
は
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
っ
た
救
命
法
の
実
演
や
会
員

医
師
に
よ
る
講
演
な
ど
を
積
極
的
に

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
町
会
・
自
治

会
・
学
校
な
ど
で
要
望
が
あ
れ
ば
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


